


































































































































 には`ゼーツヨブセンと骨核的に同一な第三の異性体(γ一ツヨプセ ウδ、  ンと命名する)が存在することを示すもので,α一ツヨプセンの 式として仮に(A)式を用いると,γ一ツヨプセンは(L)式で表 わされることになる.従ってヒドロキシカルボン酸(IX)はこ
 のγ一ツヨプセン叉は前述のβ一ツヨプセンから導びかれた`¥一ヒ
 ドロキシカルボン酸と考えられる.
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審査結果要旨
 この論文はヒバ材の三環式セスキテルペン「ッヨプセン」に関するもので七章よりなってい
 る.
 ツヨプセン(Thujopsene)に対しては川村(昭5)の推定式が出されているが,今日よりみる
 とその根拠は十分なものと考えられない.またセスキケメンはその後の予備実験(野副,未発表)
 から,おそらくツヨプセンと同一物であらうと考へられているが,B訂tonはこれらはα一セド
 レンであらうと考えた.
 著者はツヨプセンの過マンガン酸加里による酸化生成物6種を分離精製し,これらの酸化分解
 物のU.V.,1.R.乃至N.M.R.スペクトル及び化学性から各生成物の構造を推定し,その結果か
 らツヨプセンがα一,β一及びγ一ツヨプセンと命名される3種の異性体よりなることを確め,こ
 れらの構造式を推定した.
 なおツヨプセンの構造研究は著者以外にも,国内のニケ所において競争的に研究が発表されて
 いるが,著者の研究は他よりも正確且つ詳細に進行している.
 縦一ツヨプセンに由来するヂカルボン酸(XI)は酸無水物(XIV)を与へるところがら,他の研
 究者はツヨブセンに五員環の存在を推定したのに対し,著者は(XI)及び(XIV)からピロケト
 ン(XIII)の生成及びその性状から六員環であることを確めた.
 (XIII)及びアルコール(XV)などの1.R.スペクトル,並びにケト酸(VII)に臭化水素を作
 用させてケトラクトン(XVI)を生成することから,前述の六員環に隣接する三具環の存在を確
 立し,且つその位置を考察した.
 ヒドロキシカルボン酸(VIII)及びその脱水化合物(XXIII)の研究から,このものはやはり
 三員環に1隣接し,しかもα一とは異った六員環に環外二重結合をもつ第二の異性体(β一ツヨブセ
 ン)に由来するものであることを知り,このもの及び各種生成物の構造を推定した.
 ツヨプセンの酸化ゼレン酸化によって得られる不飽和ケトン(XXIX)を(XI)と関係ずける
 ことによって,第三の異性体γ一ツヨプセンの構造を導いた.
 著者はこれらのツヨプセン異性体の構造を推定するにあたって,正確な実験結果を基礎にし
 て,これにイソプレン法則を適用した.その推定は妥当なものと考えられる.而してこれらの化
 合物は従来未知の新しいタイプのセスキテルペン類であることを明にしたものである.
 なほ著者が参考論文として提出した3編の論文は,何れもトロボロン化学に関するものであ
 り,殊にヒノプルプリンの特異構造の解決に対しては,著者が有力な実験結果及び推論を提出し
 ていることは注目に値する.
 著者の実験上の技巧と研究に対する熱意,実験結果の判断力と独想性とに鑑みて著者は理学博
 士の学位を受ける十分の資格あるものと認める.
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